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【手続補正書】
【提出日】平成28年12月29日(2016.12.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　次式（Ｉ）：
【化１】

式中
Ｒ1はハロゲン原子を表わし、
Ｒ2はシアノ基またはニトロ基を表わし、
Ｒ3は１個またはそれ以上のハロゲン原子によって置換されたＣ2～Ｃ4アルキル基または
Ｃ1～Ｃ2アルコキシ（Ｃ1～Ｃ3）アルキル基を表わし、
ａは３～５を表わし、かつ
ｂは１～３を表わす、
で示される化合物。
【請求項２】
　請求項１に記載の化合物の少なくとも１種の除草有効量を含む、除草剤組成物。
【請求項３】
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　処方助剤をさらに含む、請求項２に記載の除草剤組成物。
【請求項４】
　請求項１に記載の化合物の少なくとも１種の有効量を、望ましくない植物または望まし
くない植生の場所に施用することを含む、望ましくない植物の防除方法。
【請求項５】
　請求項２に記載の除草剤組成物の有効量を、望ましくない植物または望ましくない植生
の場所に施用することを含む、望ましくない植物の防除方法。
【請求項６】
　請求項３に記載の除草剤組成物の有効量を、望ましくない植物または望ましくない植生
の場所に施用することを含む、望ましくない植物の防除方法。
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